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容

遺
跡
名

ふ
り
が
な

地
区

遺
跡
の
時
期

遺
跡
の
種
類

県
遺
跡
番
号

内　

容　

・
調　

査　

歴　

な　

ど

範
囲
確
認

調
査

２
大
名
倉
遺
跡

お
お
な
ぐ
ら

大
名
倉
縄
文
、
弥
生
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
２
９
７

下
谷
遺
跡
・
滝
の
下
遺
跡
・
南
貝
津
遺
跡
を
一
括
し
大
名
倉
遺
跡
と
す
る
。
町
指
定
史
跡
。
昭

和
25
・
26
年
と
昭
和
43
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
平
成
19
・
20
・
25
・
26
年
度
に
範
囲
確
認

調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
今
年
度
も
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

３
日
掛
遺
跡

ひ
か
げ

大
名
倉
縄
文

散
布
地

７
０
０
３
２
８

詳
細
分
布
調
査
で
は
縄
文
土
器
が
採
集
さ
れ
た
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
。

範
囲
確
認

調
査

 

５
西
地
・
東
地

遺
跡

に
し
じ
・

ひ
が
し
じ

大
名
倉
縄
文
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
５
２

西
地
遺
跡
と
東
地
遺
跡
を
一
括
す
る
。
平
成
25
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
、
平
成
26
年
度
に
本
調

査
４
２
２
０
㎡
を
実
施
し
た
。
今
年
度
は
県
道
よ
り
南
側
の
区
域
を
範
囲
確
認
調
査
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

　
７
ハ
ラ
ビ
平
遺
跡

は
ら
び
だ
い
ら
大
名
倉
縄
文
、
平
安
〜

鎌
倉
、
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
５
７

詳
細
分
布
調
査
で
は
縄
文
土
器
や
山
茶
碗
な
ど
多
く
の
遺
物
が
採
集
さ
れ
た
。
今
年
度
、
初
め

て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

本
調
査
と

範
囲
確
認

調
査

９
大
名
倉

丸
山
遺
跡

お
お
な
ぐ
ら

ま
る
や
ま

大
名
倉
戦
国
？

生
産
遺
跡

７
０
０
３
４
７

平
成
16
年
度
に
県
の
試
掘
調
査
、
平
成
18
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
。
鉄
滓
が
出
土
し
鍛

冶
関
連
遺
跡
と
推
定
。
今
年
度
は
鉄
滓
が
出
土
し
た
区
域
の
本
調
査
と
残
り
の
範
囲
確
認
調
査

を
実
施
。

範
囲
確
認

調
査

上
戸
神
遺
跡

か
み
と
が
み

川
向

縄
文
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
６
０

詳
細
分
布
調
査
で
は
縄
文
土
器
や
内
耳
鍋
な
ど
が
採
集
さ
れ
た
。
平
成
26
年
度
に
範
囲
確
認
調

査
を
実
施
し
土
坑
が
一
基
確
認
さ
れ
た
。
今
年
度
は
こ
の
土
坑
を
中
心
と
し
た
詳
細
な
範
囲
確

認
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
調
査
と

範
囲
確
認

調
査

大
栗
遺
跡

お
お
ぐ
り

川
向

縄
文
、
平
安
、

室
町
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
６
３

詳
細
分
布
調
査
で
は
縄
文
土
器
な
ど
多
く
の
遺
物
が
採
集
さ
れ
、
平
成
26
年
度
に
範
囲
確
認
調
査

が
実
施
さ
れ
た
。
今
年
度
は
昨
年
度
の
調
査
で
遺
跡
が
展
開
す
る
と
特
定
さ
れ
た
部
分
の
本
調
査

と
、
遺
跡
の
有
無
を
確
定
で
き
な
か
っ
た
部
分
の
追
加
の
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

万
瀬
遺
跡

ま
ん
ぜ

川
向

縄
文
、
平
安
〜

戦
国

散
布
地

７
０
０
１
６
５

平
成
20
・
21
・
25
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
、
平
成
26
年
度
に
本
調
査
２
０
５
０
㎡
が
実
施
さ
れ
た
。

今
年
度
は
残
さ
れ
た
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

大
畑
遺
跡

お
お
は
た

川
向

縄
文

散
布
地

７
０
０
１
６
４

詳
細
分
布
調
査
で
は
縄
文
土
器
や
剥
片
な
ど
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確

認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。
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調
査
内
容

遺
跡
名

ふ
り
が
な

地
区

遺
跡
の
時
期

遺
跡
の
種
類

県
遺
跡
番
号

内　

容　

・　

調　

査　

歴　

な　

ど

本
調
査

川
向
東
貝
津

遺
跡

か
わ
む
き

ひ
が
し
が
い
つ
川
向

縄
文
、

平
安
末
・
鎌
倉

散
布
地

７
０
０
３
４
８

平
成
16
年
度
に
県
の
試
掘
調
査
、
平
成
18
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
、
平
成
22
年
度
に
本
調
査

４
０
０
㎡
が
実
施
さ
れ
た
。
今
年
度
は
残
さ
れ
た
部
分
の
本
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

本
調
査

滝
瀬
遺
跡

た
き
せ

八
橋

縄
文
、

室
町
、
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
７
４

平
成
19
・
25
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
。
縄
文
土
器
な
ど
多
く
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
今

年
度
、
初
め
て
本
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

向
橋
遺
跡

む
こ
う
ば
し

八
橋

平
安
、
平
安
末
・

鎌
倉

散
布
地

７
０
０
１
７
８

詳
細
分
布
調
査
で
は
灰
釉
陶
器
等
が
採
集
さ
れ
た
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
。

範
囲
確
認

調
査

永
江
沢
遺
跡

な
が
え
さ
わ

八
橋

縄
文
、

鎌
倉
、
室
町

散
布
地

７
０
０
１
７
５

詳
細
分
布
調
査
で
は
縄
文
土
器
や
山
茶
碗
な
ど
が
採
集
さ
れ
た
。
平
成
26
年
度
に
範
囲
確
認
調

査
を
実
施
し
た
が
、
今
年
度
も
引
き
続
き
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

本
調
査

笹
平
遺
跡

さ
さ
だ
い
ら

小
松

縄
文
、

弥
生
、
平
安

散
布
地

７
０
０
１
６
９

平
成
18
・
20
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
。
縄
文
土
器
な
ど
多
く
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
今

年
度
、
初
め
て
本
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

添
沢
遺
跡

そ
え
ざ
わ

田
口

縄
文
、

平
安
末
・
鎌
倉

散
布
地

７
０
０
１
８
８

か
つ
て
縄
文
土
器
が
多
量
に
採
取
さ
れ
た
。
ま
た
、
詳
細
分
布
調
査
で
は
山
茶
碗
な
ど
が
採
集

さ
れ
た
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。
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平
成
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年
５
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化
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０
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０
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印
刷
・
協
力
　
　
　
株
式
会
社 

二
友
組

No.9

平
成
二
十
七
年
度
の
発
掘
調
査
予
定

　

本
調
査
を
行
う
五
遺
跡
、
範
囲
確
認
調
査
を
行
う
十
二
遺
跡
の
具
体
的
な
内
容
を
表
に
ま

と
め
ま
し
た
。（
鈴
木
正
貴
）

設
楽
発
掘
通
信

　
　

 

　

 

　

No.9

平成２7 年
5 月１日号

平
成
二
十
七
年
度
設
楽
ダ
ム
関
連

　
　
　
　
　

発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
す

　

設
楽
ダ
ム
関
連
事
業
に
関
わ
る
工
事
予
定
地
や
水
没
す
る
地
区
に
は
、

数
多
く
の
遺い

せ
き跡
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
遺
跡
の
中
で
工
事
に
よ
っ
て
壊

さ
れ
た
り
水
没
し
た
り
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
発
掘
調
査
を

行
っ
て
、
遺
物
を
取
り
上
げ
、
記
録
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
発
掘
調
査
は
、
愛あ

い
ち
け
ん
ま
い
ぞ
う
ぶ
ん
か
ざ
い

知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
行
い
ま
す
。
発
掘
調
査
は
大
き
く
、
滅め

っ
し
つ失
す
る
遺
跡
全
体
を
対
象
と

す
る
本ほ

ん
ち
ょ
う
さ

調
査
と
、
本
調
査
を
行
う
前
に
遺い

こ
う構
や
遺い

ぶ
つ物
が
分
布
し
て
本
調

査
を
行
う
必
要
が
あ
る
区
域
を
調
べ
る
範は

ん
い
か
く
に
ん
ち
ょ
う
さ

囲
確
認
調
査
の
二
種
類
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
度
で
は
、
本
調
査
を
五
遺
跡
、
範
囲
確

認
調
査
を
十
二
遺
跡
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
発
掘
調
査
を
担
当
す

る
の
は
酒さ

か
い
と
し
ひ
こ

井
俊
彦
、
鈴す

ず
き
ま
さ
た
か

木
正
貴
、
樋ひ

が
み
の
ぼ
る

上
昇
、
蔭か

げ
や
ま
せ
い
い
ち

山
誠
一
、
川か

わ
ぞ
え
か
ず
あ
き

添
和
暁
、

早は
や
の
こ
う
じ

野
浩
二
、
鈴す

ず
き
け
い
す
け

木
恵
介
の
七
名
の
調
査
員
で
、
株
式
会
社
二に

ゆ
う
ぐ
み

友
組
の
支

援
を
受
け
て
進
め
て
参
り
ま
す
。
調
査
を
円
滑
に
行
う
に
は
、
地
元
の

皆
様
に
ご
理
解
を
頂
く
こ
と
が
最
も
大
事
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
こ
の
「
設
楽
発
掘
通
信
」
や
各
遺
跡
の
地
元
説
明

会
な
ど
を
通
じ
て
、
調
査
成
果
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
ご

期
待
下
さ
い
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

鈴
木
正
貴
）

平成２７年度に発掘調査する遺跡の位置図（国土地理院刊行 2 万５千分の１地形図「田口」を 50% に縮小）
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表面 断面と内面

底面

表面の文様の展開

0 40cm(1/8)

出ている部分の破片を上下逆さまにして
入れたようです
0 40cm(1/8)

0 20cm(1/8)
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設楽発掘通信 No.9設楽発掘通信 No.9

　

発
掘
調
査
の
そ
の
後

　

平
成
二
十
六
年
度
西に
し
じ地

・
東ひ
が
し
じ地

遺
跡
の
発
掘
調
査
は
昨
年
度
一

月
中
頃
に
終
了
し
、
出
土
遺
物
や
記
録
な
ど
を
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
時
期
は
未
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、今
後
、

報
告
書
作
成
に
向
け
て
、
整
理
作
業
（
室
内
調
査
）
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
整
理
作
業
と
し
て
は
、
現
場
で
測
っ
た
図
面
・

写
真
な
ど
記
録
類
の
分
析
・
編
集
と
、
接
合
や
復
元
・
図
面
作
成

な
ど
、
遺
物
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
三
月
八
日
の
成
果
報
告
会
に
向
け
て
、
ご
く
一
部
だ
け

整
理
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
作
業
で
明
ら
か
に

な
っ
た
成
果
に
つ
い
て
、
ご
報
告
し
ま
す
。

　
『
設
楽
発
掘
通
信
第
八
号
』
で
報
告
し
ま
し
た
、
竪た
て
あ
な
た
て
も
の
あ
と

穴
建
物
跡

の
床
下
か
ら
見
つ
か
っ
た
埋う
め
が
め甕

に
つ
い
て
、
接
合
お
よ
び
復
元
作

業
を
行
い
、
ほ
ぼ
も
と
の
形
に
戻
す
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
（
図

１
左
）。
高
さ
四
一
・
五
セ
ン
チ
、
口
径
三
〇
・
六
セ
ン
チ
の
深
鉢

で
、
口こ
う

縁え
ん

は
平
ら
で
、
底て
い
ぶ部
も
径
一
二
・
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
大
き

さ
で
平
ら
に
な
っ
て
い
ま
す
。
表
面
に
は　

の
字
の
よ
う
な
文
様

が
、
太
い
線
で
三
段
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
復
元
の
結
果
、
六
単

位
で
一
周
し
て
い
る
が
分
か
り
ま
し
た
（
図
２
）。
こ
の
土
器
に

あ
る　

字
文
と
い
わ
れ
る
文
様
は
、
縄
文
時
代
後こ
う
き
し
ょ
と
う

期
初
頭
（
お
よ

そ
四
千
四
百
年
前
）
の
時
期
に
見
ら
れ
る
土
器
の
文
様
で
す
。
こ

の
土
器
の
底
部
に
は
径
五
・
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
孔あ
な

が
あ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
底
部
を
外
面
か
ら
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
編
み
も
の
あ
る

い
は
組
み
も
の
（
編へ
ん
そ
せ
い
ひ
ん

組
製
品
）
の
圧
痕
が
確
認
で
き
ま
し
た
。『
設

楽
発
掘
通
信
第
七
号
』
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
土
器
を
製
作
す
る

際
に
使
用
し
た
敷
物
の
あ
と
が
付
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
西
地
・
東
地
遺
跡
で
は
、
別
の
竪
穴
建
物
跡
で
長
ち
ょ
う
ほ
う
け
い

方
形

石い
し
ぐ
み
ろ
あ
と

組
炉
跡
が
見
つ
か
り
、
そ
こ
に
入い

れ
子こ

状
に
土
器
が
埋ま
い
せ
つ設
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
土
器
に
つ
い
て
も
接
合
お
よ
び
復
元

図 2　埋甕に使用された土器

　J 字文が横方向に展開する
もので、以前調査された川向
東貝津遺跡から出土した土器
と、ほぼ同じ時期のものです。

図 1　西地・東地遺跡 埋甕の埋設状況（右・中央）と復元した状況（左）　＊破片のない部分は充填剤で埋めてあります

図３　西地・東地遺跡
 長方形石組炉跡（右）と土器埋設模式図（左）

作
業
を
行
い
ま
し
た
（
図
３
右
上
）。
発
掘
調
査
の
時
点
で
も
、
胴
部

の
み
が
輪
切
り
状
に
な
っ
た
土
器
の
中
に
、
口
縁
部
が
欠
失
し
た
土

器
を
斜
め
方
向
に
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。

接
合
お
よ
び
復
元
作
業
の
結
果
、
外
側
の
土
器
は
胴
部
上
半
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
内
側
の
土
器
は
斜
め
方
向
に
納
め
た
時
に

飛
び
出
る
部
分
は
、
壊
し
て
内
側
と
外
側
の
土
器
の
間
に
入
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
図
３
左
）。
ま
た
、
脇
の
土ど
き
じ
き
ろ
あ
と

器
敷
炉
跡

に
使
用
さ
れ
た
土
器
細
片
と
は
別
個
体
の
も
の
の
よ
う
で
す
。
外
側

の
土
器
の
表
面
に
は
太
い
線
に
よ
る
文
様
が
、
内
側
の
土
器
の
表
面

に
は
縄
文
が
施
さ
れ
て
お
り
、
内
側
の
土
器
の
底
面
に
も
編
組
製
品

の
圧
痕
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
時
期
は
縄
文
時
代
中ち
ゅ
う
き
こ
う
は
ん

期
後
半
か
ら

後こ
う
き
し
ょ
と
う

期
初
頭
頃
（
四
千
五
百
年
前
頃
）
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
入
れ
子
に
土
器
を
埋
設
し
た
類
例
と
し
て
、
津
具
地

区
の
落お
ち
あ
い合
遺
跡
の
事
例
が
あ
り
ま
す
（
図
４
）。
こ
れ
は
、
三
月
八

日
の
成
果
報
告
会
に
お
い
て
、
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
詳
し
く
教
え
て

頂
い
た
も
の
で
、
そ
の
後
に
資
料
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
当
時
の
出

土
状
況
の
写
真
を
詳
細
に
見
る
と
、
埋
設
さ
れ
た
土
器
の
周
囲
に
は

図４　津具地区 落合遺跡における
土器埋設の出土状況（右）と模式図（左）

長
径
二
〇
セ
ン
チ
を
越
え
る
礫
が
高
さ
を
同

じ
く
し
て
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
工
事
で
礫

が
若
干
動
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
礫
は
石

囲
い
炉
か
配
石
遺
構
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
は
、
礫

の
高
さ
が
竪
穴
建
物
跡
の
床
の
高
さ
で
あ
っ

て
、
入
れ
子
の
土
器
は
炉
跡
脇
に
埋
設
さ
れ

た
も
の
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
で
す
。
も
し

そ
う
で
あ
れ
ば
、
落
合
遺
跡
の
事
例
は
、
西

地
・
東
地
遺
跡
の
事
例
と
用
途
・
目
的
も
類

似
す
る
好
例
に
な
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

川
添
和

暁
）　

写真は村松豊太郎氏提供

Ｊ

Ｊ

川向東貝津遺跡出土土器
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調
査
内
容

遺
跡
名

ふ
り
が
な

地
区

遺
跡
の
時
期

遺
跡
の
種
類

県
遺
跡
番
号

内　

容　

・
調　

査　

歴　

な　

ど

範
囲
確
認

調
査

２
大
名
倉
遺
跡

お
お
な
ぐ
ら

大
名
倉
縄
文
、
弥
生
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
２
９
７

下
谷
遺
跡
・
滝
の
下
遺
跡
・
南
貝
津
遺
跡
を
一
括
し
大
名
倉
遺
跡
と
す
る
。
町
指
定
史
跡
。
昭

和
25
・
26
年
と
昭
和
43
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
平
成
19
・
20
・
25
・
26
年
度
に
範
囲
確
認

調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
今
年
度
も
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

３
日
掛
遺
跡

ひ
か
げ

大
名
倉
縄
文

散
布
地

７
０
０
３
２
８

詳
細
分
布
調
査
で
は
縄
文
土
器
が
採
集
さ
れ
た
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
。

範
囲
確
認

調
査

 

５
西
地
・
東
地

遺
跡

に
し
じ
・

ひ
が
し
じ

大
名
倉
縄
文
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
５
２

西
地
遺
跡
と
東
地
遺
跡
を
一
括
す
る
。
平
成
25
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
、
平
成
26
年
度
に
本
調

査
４
２
２
０
㎡
を
実
施
し
た
。
今
年
度
は
県
道
よ
り
南
側
の
区
域
を
範
囲
確
認
調
査
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

　
７
ハ
ラ
ビ
平
遺
跡

は
ら
び
だ
い
ら
大
名
倉
縄
文
、
平
安
〜

鎌
倉
、
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
５
７

詳
細
分
布
調
査
で
は
縄
文
土
器
や
山
茶
碗
な
ど
多
く
の
遺
物
が
採
集
さ
れ
た
。
今
年
度
、
初
め

て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

本
調
査
と

範
囲
確
認

調
査

９
大
名
倉

丸
山
遺
跡

お
お
な
ぐ
ら

ま
る
や
ま

大
名
倉
戦
国
？

生
産
遺
跡

７
０
０
３
４
７

平
成
16
年
度
に
県
の
試
掘
調
査
、
平
成
18
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
。
鉄
滓
が
出
土
し
鍛

冶
関
連
遺
跡
と
推
定
。
今
年
度
は
鉄
滓
が
出
土
し
た
区
域
の
本
調
査
と
残
り
の
範
囲
確
認
調
査

を
実
施
。

範
囲
確
認

調
査

上
戸
神
遺
跡

か
み
と
が
み

川
向

縄
文
、

平
安
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
６
０

詳
細
分
布
調
査
で
は
縄
文
土
器
や
内
耳
鍋
な
ど
が
採
集
さ
れ
た
。
平
成
26
年
度
に
範
囲
確
認
調

査
を
実
施
し
土
坑
が
一
基
確
認
さ
れ
た
。
今
年
度
は
こ
の
土
坑
を
中
心
と
し
た
詳
細
な
範
囲
確

認
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
調
査
と

範
囲
確
認

調
査

大
栗
遺
跡

お
お
ぐ
り

川
向

縄
文
、
平
安
、

室
町
〜
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
６
３

詳
細
分
布
調
査
で
は
縄
文
土
器
な
ど
多
く
の
遺
物
が
採
集
さ
れ
、
平
成
26
年
度
に
範
囲
確
認
調
査

が
実
施
さ
れ
た
。
今
年
度
は
昨
年
度
の
調
査
で
遺
跡
が
展
開
す
る
と
特
定
さ
れ
た
部
分
の
本
調
査

と
、
遺
跡
の
有
無
を
確
定
で
き
な
か
っ
た
部
分
の
追
加
の
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

万
瀬
遺
跡

ま
ん
ぜ

川
向

縄
文
、
平
安
〜

戦
国

散
布
地

７
０
０
１
６
５

平
成
20
・
21
・
25
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
、
平
成
26
年
度
に
本
調
査
２
０
５
０
㎡
が
実
施
さ
れ
た
。

今
年
度
は
残
さ
れ
た
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

大
畑
遺
跡

お
お
は
た

川
向

縄
文

散
布
地

７
０
０
１
６
４

詳
細
分
布
調
査
で
は
縄
文
土
器
や
剥
片
な
ど
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確

認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。
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調
査
内
容

遺
跡
名

ふ
り
が
な

地
区

遺
跡
の
時
期

遺
跡
の
種
類

県
遺
跡
番
号

内　

容　

・　

調　

査　

歴　

な　

ど

本
調
査

川
向
東
貝
津

遺
跡

か
わ
む
き

ひ
が
し
が
い
つ
川
向

縄
文
、

平
安
末
・
鎌
倉

散
布
地

７
０
０
３
４
８

平
成
16
年
度
に
県
の
試
掘
調
査
、
平
成
18
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
、
平
成
22
年
度
に
本
調
査

４
０
０
㎡
が
実
施
さ
れ
た
。
今
年
度
は
残
さ
れ
た
部
分
の
本
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

本
調
査

滝
瀬
遺
跡

た
き
せ

八
橋

縄
文
、

室
町
、
戦
国

散
布
地

７
０
０
１
７
４

平
成
19
・
25
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
。
縄
文
土
器
な
ど
多
く
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
今

年
度
、
初
め
て
本
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

向
橋
遺
跡

む
こ
う
ば
し

八
橋

平
安
、
平
安
末
・

鎌
倉

散
布
地

７
０
０
１
７
８

詳
細
分
布
調
査
で
は
灰
釉
陶
器
等
が
採
集
さ
れ
た
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
。

範
囲
確
認

調
査

永
江
沢
遺
跡

な
が
え
さ
わ

八
橋

縄
文
、

鎌
倉
、
室
町

散
布
地

７
０
０
１
７
５

詳
細
分
布
調
査
で
は
縄
文
土
器
や
山
茶
碗
な
ど
が
採
集
さ
れ
た
。
平
成
26
年
度
に
範
囲
確
認
調

査
を
実
施
し
た
が
、
今
年
度
も
引
き
続
き
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

本
調
査

笹
平
遺
跡

さ
さ
だ
い
ら

小
松

縄
文
、

弥
生
、
平
安

散
布
地

７
０
０
１
６
９

平
成
18
・
20
年
度
に
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
。
縄
文
土
器
な
ど
多
く
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
今

年
度
、
初
め
て
本
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。

範
囲
確
認

調
査

添
沢
遺
跡

そ
え
ざ
わ

田
口

縄
文
、

平
安
末
・
鎌
倉

散
布
地

７
０
０
１
８
８

か
つ
て
縄
文
土
器
が
多
量
に
採
取
さ
れ
た
。
ま
た
、
詳
細
分
布
調
査
で
は
山
茶
碗
な
ど
が
採
集

さ
れ
た
。
今
年
度
、
初
め
て
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
予
定
。
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今年度 本調査が行なわれる遺跡
今年度 範囲確認調査が行なわれる遺跡

0 5km(1/50,000)

41

設楽発掘通信 No.9設楽発掘通信 No.9

設
楽
発
掘
通
信

　
　

 

平
成
２
７
年
５
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
・
発
行　

 　
　

公
益
財
団
法
人 

愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〒
４
９
８-

０
０
１
７　

愛
知
県
弥
富
市
前
ヶ
須
町
野
方
８
０
２
の
２
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話　

(

０
５
６
７)

６
７-

４
１
６
１
【
管
理
課
】　

４
１
６
３
【
調
査
課
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
t
t
p
://w

w
w

.m
a
i b

u
n
.c

o
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　

F
a
c
e
b
o
o
k

　

h
t
t
p
s
://w

w
w

.fa
c
e
b
o
o
k
.c

o
m

/m
a
ib

u
n
a
ic

h
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　

T
w

it
t
e
r　

h
t
t
p
s
://t

w
it

t
e
r.c

o
m

/a
ic

h
i_

m
a
ib

u
n

　
　
　
　
　
　
　
　

 

印
刷
・
協
力
　
　
　
株
式
会
社 

二
友
組

No.9

平
成
二
十
七
年
度
の
発
掘
調
査
予
定

　

本
調
査
を
行
う
五
遺
跡
、
範
囲
確
認
調
査
を
行
う
十
二
遺
跡
の
具
体
的
な
内
容
を
表
に
ま

と
め
ま
し
た
。（
鈴
木
正
貴
）

設
楽
発
掘
通
信

　
　

 

　

 

　

No.9

平成２7 年
5 月１日号

平
成
二
十
七
年
度
設
楽
ダ
ム
関
連

　
　
　
　
　

発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
す

　

設
楽
ダ
ム
関
連
事
業
に
関
わ
る
工
事
予
定
地
や
水
没
す
る
地
区
に
は
、

数
多
く
の
遺い

せ
き跡
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
遺
跡
の
中
で
工
事
に
よ
っ
て
壊

さ
れ
た
り
水
没
し
た
り
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
発
掘
調
査
を

行
っ
て
、
遺
物
を
取
り
上
げ
、
記
録
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
発
掘
調
査
は
、
愛あ

い
ち
け
ん
ま
い
ぞ
う
ぶ
ん
か
ざ
い

知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
行
い
ま
す
。
発
掘
調
査
は
大
き
く
、
滅め

っ
し
つ失
す
る
遺
跡
全
体
を
対
象
と

す
る
本ほ

ん
ち
ょ
う
さ

調
査
と
、
本
調
査
を
行
う
前
に
遺い

こ
う構
や
遺い

ぶ
つ物
が
分
布
し
て
本
調

査
を
行
う
必
要
が
あ
る
区
域
を
調
べ
る
範は

ん
い
か
く
に
ん
ち
ょ
う
さ

囲
確
認
調
査
の
二
種
類
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
度
で
は
、
本
調
査
を
五
遺
跡
、
範
囲
確

認
調
査
を
十
二
遺
跡
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
発
掘
調
査
を
担
当
す

る
の
は
酒さ

か
い
と
し
ひ
こ

井
俊
彦
、
鈴す

ず
き
ま
さ
た
か

木
正
貴
、
樋ひ

が
み
の
ぼ
る

上
昇
、
蔭か

げ
や
ま
せ
い
い
ち

山
誠
一
、
川か

わ
ぞ
え
か
ず
あ
き

添
和
暁
、

早は
や
の
こ
う
じ

野
浩
二
、
鈴す

ず
き
け
い
す
け

木
恵
介
の
七
名
の
調
査
員
で
、
株
式
会
社
二に

ゆ
う
ぐ
み

友
組
の
支

援
を
受
け
て
進
め
て
参
り
ま
す
。
調
査
を
円
滑
に
行
う
に
は
、
地
元
の

皆
様
に
ご
理
解
を
頂
く
こ
と
が
最
も
大
事
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
こ
の
「
設
楽
発
掘
通
信
」
や
各
遺
跡
の
地
元
説
明

会
な
ど
を
通
じ
て
、
調
査
成
果
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
ご

期
待
下
さ
い
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー　

鈴
木
正
貴
）

平成２７年度に発掘調査する遺跡の位置図（国土地理院刊行 2 万５千分の１地形図「田口」を 50% に縮小）
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